
淡路島での蝶の採集

菊池宏美

飛者は昨年，東京に転居するまでの数年を淡路島で過ごし，その間1988年の夏から1991年6

月までの3年間に淡路島全域(ニわたり蝶を数多く採集した．

淡蹄島の野山には,I'1然樹と山野草が多く南方系の蝶の種類が豊富で，今まで北海道や岩手

県に佗んでいた私にと＝,ては，当地では浮通種の蝶でも珍しく興味深々であった．

ここに記録-ｵｰるものは，採集活動をとうして自分の手で採集し，現在も筆者が標本として保

梅する蝶のみとし，「1蝶や他人の採集したものや伝聞は含まない．

今、Iﾘl石火橘の工事が始まり近代化が急ピッチに進みつつある淡路を思うとき，将来は島の

様f･も大きく変わり，おそらくは蝶の分布も変わるのではと考えて，ここに当時の蝶の採集

I犬況を記録して残しておきたい．

淡路島の主な採集地

生石公園・洲本市由良

柏原山・登山口，洲本市千草

初尾ダム・道，緑町中筋

成相峡・道，三原町養宣

(J)都志城祉・五色町

(A)そ熊山・洲本市内

(C'千山.flllll,i州本

(E)鮎j義ダム・道，洲本

(G)感応矛lll･道，緑町

(Iノ宇原ゴルフ場・洲本市物

(K)諭鶴羽lll．登山ll,

皇原町青木

、、摩陣山・津名町

o、浅野公園・北淡町

q.「菊辺寺山・南淡町福良

1．淡路島公園・淡路町

常隆寺山・北淡町

一宮文化会館･一宮町

由良から福良への海岸道

ｎ
Ｄ
ａ
ｒ

淡路島内の採集地の印象と特徴

(A)三熊山のスミナガシ

二二にスミナガシが'帳忠することは，先哉‘嶺氏の‘記録と、多数''1生-ｵｰるヤマビワの幼虫によ

る食痕から確偏していたが,1()"l''lの探索の後に、ようやく採集することができた．

1991年611111晴れ，午後3Ⅱ､繩(,lll項近くの測候所付近の『ラバメガシの林で1匹、西の丸の
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入口のウバメガシ林で21JE,いずれもテリトリーを飛び交一ノているのを採樂した．

(B)生石（おいし）公園のジャコウアゲハ

山頂の展望台の周辺には，沢山のツツシが春111･<咲き‘乳れ、これに）|そ米j･るシ、､.。'7-j-ｹﾊ、

の数は，一視野に10"I疋に及び，わずかの時間で･"l-匹の採集が1,｢能なほどで~ｲー ．

この蝶は島内の随所で数多く兄られますが，）‘ｵ地的にこれほど多いのは珍しいと忠･）・

(C)千山(448m)のアケハ蝶

山頂のやや下には，沢111のヤブガラシの林があり、この佗には~ﾉ・イースシーノ・ケハ‘レクロ7･ケハ

が集まり，一つの木の先端には数’一匹ものアケハが壷を1l及い）|そび父L，、淀LL，ハノラマ風蛾

を描きます．北側の山道のわき水のぬれ場には，ときおり数匹のカラメフ､ケハがI】及水してい

るのを見かけますクサギの花には，多くのモンキアケハが飛来します．

夕葬れ近くには，シャゴウアケハが道端に多く兄られます．

(D)柏原山(569m)の山頂付近の蝶

山頂の駐車場の付近には，春111<沢1l1のテングチノ『ｼかひなたにJIモボしま･j-.二二上;)地蔵

分かれの道に向かう林間の道には．多くの繩粒のﾉ．ケハチ:J『ンがJ1&びだい、｝lli虫網を休める

暇がありません．ナカサキアケハやミヤマカラスアケハの採集"f,!1｢能で-l･.この近くの､Iz原

や道端では，シマグロヒゴゥモンの？を，・度に数匹兄かけること＃,あし）ま~ｻー ．

(E)鮎屋（あゆや）のダム周辺

柏原山の北斜面には，柏原ダム．獺鼻ダム．鮎I狼ダムなどがあり，このl''il辺しﾉ)j通端の野佗や

樹木には多くの蝶が集まり,111春から晩秋まで採集が!'｢能です．その1I'でt,IJLiにif':i"･ｲーも鮎

嵯ダム域は，広葉落葉樹のrI然林が多く，蝶の価額が竪神;で､興味深く，、'i地で(よ怖少な繩も
採集しました．

（鮎崖ダムの上流林道），l､川(二渦=ﾉた,j､道の水溜まりには，多くのアオスシ・アケハが{f近く

には吸水に集まります．採集した－匹を羽を広げて，地面にi通きおとりに･j-ると．数|順がこ

れに集まりますので簡単に採集できます．ここではアオバセセリ1IIIZ採集しました．

（鮎屋ダムの放水路・池田周辺）

5月に野花に集まる数百IJEのキタテハや数十匹のヒメアカタテハを‐か所で､兇ています．

夏の夕暮れには，，j、道にテリトリーをはるルリタテハが多く，‐時に数l-l厄の採集が｡丁能な

程です．6月の午前中にミヤマカラスアケハを2匹採集しました．．ソマグロヒョウモンも多

く，ミドリヒョウモンも10数匹採集しています．ウラギンシジミも多数生,息しています．夏

にゴマダラチョウ2匹，メスグロヒョウモン早数I厄それに淡路島では初採集記録の。ムラサ

キ8がクヌギの樹液にいたのを1匹採集しました．モンキアケハ，クロアケハは多く，ナガ

サキアケノ、も数匹採集しています．晩秋の夕募れには，林間の'1、道にケロゴノマチJウが飛

び交い，かなりの数を採集しています．この吟期にウスイ1］ゴノマチガウを数IJLil'illil『で採集
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しています．特記すべきものとして，9月の晴れた午後に'j､川に沿って上ラヒラと飛ぶ，ヤ

エヤマムラサキ81匹を採集していますが，これも島内では初記録です．

(F)初尾ダムのメスグロヒョウモン

メスグロヒョウモンは島内でも採集しますが，そう多くはなくメスの採集はあまりありませ

ん．このダムの裏道には，わりあい多く生息しており，早数匹を採集しています．

(G)感応寺山のアサギマダラなど

緑町の八幡南から登ると，山頂の少し前の林の中に八坂神社があり，そこの白い花に晩秋に

は沢山のアサギマダラが飛び交います．一視野に10数匹にも及ぶこともあり，島内でも有数

の生息地です．

登山道では，必ずと言=ﾉていいほどシマグロヒョウモンと出会います．そこから感応寺へ向

かう林道ではナガサキアケハを採集しています．感応寺の境内は，山頂にありますので昼過

ぎには，多くの蝶が飛来するので採集は容易です．中でもキアケハは多く，アオスジァケハ，

モンキアケハ，アサギマダラ，ツマグロヒョウモン，アカタテハが多く集まります．キキョ

ウやウラギンシジミは，島内では普通種ですがこの地が最も多く生息していると思います．

ウラギンシジミの秋型の採集が可能です．

(H)成相（なりあい）峡のカラスアゲハ

ニの地は諭鶴羽lll系で●は妓も深い沢で，下流にはホタルの保護地域があり，道もあまり整備

されてなくll｣深い感があり，それだけに自然林が多くカラスアケハの種類は多く，ミヤマカ

ラスアケハもおります．雨あがりの午前中には，面白いほどに多くのアケハ類が，道の水溜

まりでI吸水するのを兄かけます．

(I)宇原ゴルフ場周辺の蝶道

この地は，市街地に接近した開発途上で放置された蜜柑樹に囲まれており，ゴルフ場の側道

1了は，モンキアケハ，クロァケハ，ナガサキアケハ，アケハチョウが多く，まさに蝶道の感

があります●両脇が林に囲まれた道にたたず．むと，大型の蝶が自分めがけて，次々と突進し

て来るような感じがするほどです．又，クヌギの木も多く，タテハ蝶類やジャノメ蝶類が樹

液に群がるのをよく兇かけます．市街地に隣接する珍しい蝶の多数生息地です．

(J)都志（つし）城祉のアケハ蝶類

ﾉi色健唯村の喪lllのキャンプ場に向かう道端には，沢lllのケサギが生い茂り，花の時期には，

ものすごい数のモンキアケハ，ケロアケハ，アケハチョウが飛来し，それにカラスアケハ，

ナガサキアケハも多く，島内では局地的なアケハ蝶類の最多生息地です．

(K)諭鶴羽（ゆずるは）山(608m)の蝶の大群

lil･祥の未だ肌寒いI崎れたllに,lll項近くの路上に遠くから兇るとt蝿が舞うような不思義な

光;;{を兇て近づくと、ものすごい数のテングチミITn7が、地上から窄中に乱舞している大群で
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した．ざっと数えて千匹近い数でした．その士には，わずかの湿り菰があし）ました．

9月の末の雨上がりの晴れた日の午後に，山頂に近いお満の林にI渦まれた林道の棚上には一

視野に数十匹に及ぶアサギマダラが飛び交い，おそらくはその数200I堰ほどかと思われます．

これだけの数が，同時に天空を上ラヒラと美しく舞い飛ぶ光蛾は，みごとなもので，一生忘

れえぬ印象となりました．その後，何度もこの地を訪れましたが，これほと"ではないにして

も似たようなシーンに遭遇しています．頂上付近の林道では，ミヤマカラスアケハの採集も

可能です．

その他の地域

(1淡路島公園）モンキアゲハや他の島内沖通諏がおりますが,I刑発が進みつつあり，上

述の地よりは生息数は少ないようです(m摩賑lllと束lll¥)モンキアケハとアサギマダラ

は普通種です．(n常隆寺山）アサギマダラ，モンキアケハ，サトキマダラヒカケは将通諏です。

(o浅野公園）モンキァケハ，アケハチョウは沸通極です．

(p一宮文化会館の裏山）モンキアケハが多数クサギの花に集まります．ツマグーロヒョウモ

ンも多数生息します．(q南辺寺山）モンキアケハは沖通極です．

(r由良から福良に至る海岸道路）山から流れ落ちる滴水や海津の淵まり水には，沢山のア

オスジアケノ、やモンキアケノ、が吸水に集まります．

淡路島各地の蝶の生息状況（採集匹数）

生息状況：大多（30匹以上）多数（20以上）普通（11～19）少数（10以ド）稀少（5以下）

初：島内では初採集記録空欄：島内の普通種は採集していないが，ほとんと・目撃する．
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(科名）

和名

三熊

山

0

1

凸
ｑ
◇
０
８
Ⅱ
９
０

’

生石

公園
先山
柏原

山

鮎屋

ダム

初尾

ダム

感応

寺山

成相

渓

宇原

コンレフ

志
赴
都
城
諭鶴

羽山
一

(アケハチョウ科）
一

アオスジアゲハ 普通 普通 普通 普通 多数 少数 普通 多数 少数|稀少 多数
コウアゲハ 大多 大多 普通 少数 少数 少数 稀少 大多 稀少 稀少 普通

アゲハ 普通 普通 少数 少数 普通 少数 普通 少数 大多 普通 普通

キアゲハ 1 稀少 普通 稀少 稀少 稀少 少数

モンキアゲハ 普通 普通 普通 普通 少数 少数 少数 多数 普通 大多 普通

ナガサキアゲハ 稀少 稀少 稀少 稀少 稀少 稀少 稀少 少数 稀少 稀少

クロアゲハ 大多 多数 大多 普通 少数 少数 稀少 普通 普通
垂
日 少数

カラスアゲハ 稀少 稀少 少数 少数 少数 少数 少数 稀少

ミヤマカラスアゲハ 1 2 1 1

(シロチョウ科）

ツマキチョウ
【

｜
』

4

モンシロチョウ

■
■
■
■
９
４
‐
ａ
０
４
４
０

１
１
０
１
４
１
１
７
１
１
．

普 通 普通｜普通
6

普通 普通 大多 普通
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(科名）

和名

三熊

山

生石

公園
先山
柏原

山

鮎屋

ダム

初尾

ダム

感応

寺山

成相

渓

宇原

コンレフ

鰄
鮒
鶴
山
諭
羽

スジグロシロチョウ 普通 少数 普通 普通 少数 普通 普通 普通

キチヨウ 普通 普通 多数 普通 大多 大多 大多 大多 多数 普通 多数

モンキチョウ 普通 普通 普通 普通 普通 少数 普通 少数

r々手ハチコウ乗↓）

ルリタテ ノ、 少数 普通 大多 普通 多数 少数 少数

キタ
一

テ ノ、 少数 普通 普通 大多 多数 普通 普通 普通

アカタテ ノ、 少数 稀少 少数 少数 稀少 稀少

ヒメアカタテハ 少数 普通 少数 少数 少数 少数

ヤエヤマムラサキ 1初

ミドリヒョウモン 少数 少数 稀少

メスグロヒョウモン 少数 少数 稀少

メスゲﾛﾋｮｳﾓﾝ早 稀少 稀少 1

ツマグロヒヨウモン 多数 普通 多数 多数 普通 少数

シマﾛﾋｮｳﾓﾝ子 少数 少数 少数 少数 少数 稀少

スミナガシ 3

-アミスジー 多数 普通 普通 普通 多数 普通 大多 普通 大多 普通

コムラサキ 1初

ゴマダラチョウ 2 1

(ジャノメチョウ科）

クロコノチョウ 少数 稀少

ウスイロコノマチョウ 稀少

ジャノメチョウ畝 稀少 普通 普通

ジｬﾉﾒﾁｮｳ早 稀少 1

ヒメウラナミジャノメ 大多 多数 大多 普通 普通 1 1

ウラナミジャノメ 稀少

コジャノメ 普通 普通 普通 普通 普通

ナミヒカゲ 少数 普通 大多

サトキマダラヒカゲ 普通

(シジミチョウ科）

ウラギンシジミ夏 普通 少数 普通 少数 多数 普通 普通 少数 少数 少数

ウラギンシジミ秋 稀少 普通 普通

ベニシジミ 普通 普通 大多 普通 普通 普通

ムラサキシジミ 1 2

ト ラ フシジミ 1

ヤマトシジミ 大多 大多 大多 普通

シルビアシジミ 少数 普通 普通 普通

ツバメシジミ 少数 少数 普通

ルリシジミ 普通 少数 普通

ウラナミシジミ 普通

アカシジミ 2
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’
１
１
１

応
山
感
寺

鵬
丸

１
１
１
」

科
和

一

く
Ｉ
‐
Ｉ
１
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
ｊ
，
山

平
一

原宇１名
名 藷|先山呼

信
函雪
山

鮎屋

ダム

成相

渓
志
趾
都
城

鶴
山
諭
羽’ ’

（セセリチョウ科）

lアオバセセリ｜ １
｜
麺
一
凱
一
州
一
州
一
鋤
一
州

ホソバセセリ｜少数 普通 耐
一
雨
一

も
『
■
ヂ
も
『
‐
ザ

韮
日

並
日コチャバネセセリ

キマダラセセリ

通
一一

珂

韮
日

ｉ
帆
耐
一醤

オオチャバネセセリ

二工チャバネセセリ｜少数
イチモンジセセリ｜少数

（テングチョウ科）
－

_Z_望_Z_垂_ﾕー ﾜ’｜’｜大多｜
（マダラチョウ科）

アサギマダラ’｜｜普通|普通’

普通|少数|少藪]~歩藪T歩藪IT天襄

少数|普通|大多｢歩藪T-||大多

（マダラチョウ科）

ヱサギ軍ダラ｜’ 普通|大多厩藪T-||大多

分布域を拡大しつつあるイシガ､ケチョウ

1980年代前､|皇頃から淡路品でもイシガケチj'ｼf･1'/･f".く".§／"､Y’(ん""“､；ノ"〃/)f,"αld､ruhsio-

rferの採集･I1"!記録が散兄されるようになり,I*i淡lill.|;!リ〃（雌､|え、1984，本$;&3()),洲本

市先山，安乎町浜（前川，1984，本誌31),I*i淡町(雌,ﾘ."'i("i'iIi,1988,本誌34),洲本市

鮎屋（前川，1990，本誌36),I報炎町雌大川（膿､I2,199(),本誌36),''諭鶴羽111(f11,

1990，本誌36），洲本市ミ熊1II,両淡町飯lll(竹111,1991,本誌37)なとゞ からこれまで記録

されているが，昨年('91)6113011に椎名町ﾉ<町畑の''''七近くで､本繩の終齢幼虫をイヌビワ

から発兇したので‘記録しておきたい．

その後，周辺の他のイヌビヮを調べたところ食疵が認められゐものか．かなりあ》たので，

単なる偶潅ではなく近年の本繩の分ｲIj域拡大の端を典什けることがで･きた．

（登日邦明）
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1991ff6113()IIに大町毎．発兇された
イ／カケチリ，7.')維齢幼llL
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